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太鼓ドンと打って盆踊り　　遠賀川で

＊　8　月　の税金＊

国民健康保険税（第2期）
納期限　　8　月31日（月）まで

町　県　民　税（第2期）
納期限　　8　月31日（月）まで



第417号

二
十
歳
以
上
六
十
歳
未
満
の
人
は
、
全

員
が
国
民
年
金
の
加
入
者
で
す
。
こ
主
人

が
膜
生
年
金
保
険
ま
た
は
共
済
組
合
の
加

入
者
で
、
そ
の
こ
主
人
に
扶
養
さ
れ
て
い

る
奥
さ
ん
は
「
第
三
号
被
保
険
者
」
と
い

う
資
格
で
国
民
霊
に
加
入
し
ま
す
。

届
出
が
お
く
れ
る
と
大
変

「
第
三
号
被
保
険
者
」
に
該
当
し
て
い

る
人
で
届
出
が
お
く
れ
ま
す
と
、
将
来
の

年
金
が
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
り
、
年
技
頭

が
少
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

ま
だ
届
け
出
を
済
ま
せ
て
い
な
い
人

董

は
、
今
す
ぐ
届
け
出
ま
し
ょ
う
。
　
　
　
た
後
に
本
人
が
就
職
し
た
り
、
こ
主
人
が

人
生
の
節
目
、
節
目
に
届
け
出
を
　
転
職
、
退
職
な
ど
の
場
合
も
、
そ
の
つ
と

「
垂
一
事
被
保
険
者
」
の
届
け
出
を
し
　
届
け
出
が
必
要
で
す
。

国
民
年
金
の
保
険
料
は
納
め
ま
し
た
か

国
民
年
金
の
保
険
料
は
毎
月
納
め
て
い

ま
す
か
。
納
め
忘
れ
が
な
い
か
ど
う
か
、

い
三
度
お
確
か
め
く
だ
さ
い
。

保
険
料
を
納
め
忘
れ
て
い
ま
す
と
、
万

一
の
容
赦
の
と
き
、
障
害
萱
や
遺

族
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
ば
か
り

か
、
歳
を
と
っ
て
か
ら
の
老
齢
蕃
礎
年
金

も
受
け
ら
れ
な
い
お
そ
れ
も
あ
り
ま
す
。

も
し
納
め
忘
れ
の
保
険
料
が
あ
れ
は
、
い

ま
す
ぐ
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

保
険
料
の
納
め
忘
れ
を
防
ぐ
た
め
に
銀

行
、
豊
協
な
ど
の
金
融
機
関
の
自
動
振
替

（
銀
行
な
ど
の
あ
な
た
の
預
金
口
座
か
ら

国
民
年
金
の
保
険
料
を
自
動
的
に
支
払

う
）
の
政
教
い
老
利
用
さ
れ
る
と
非
常
に

便
利
で
す
。

「
国
民
年
金
生
き
が
い
講
座
」
受
講
生
募
集

福
岡
県
国
民
年
金
協
会
は
、
人
生
八
十

年
時
代
を
よ
り
豊
か
に
生
き
る
た
め
の
「

国
民
年
金
生
き
が
い
諦
塵
」
を
開
催
し
ま

す
。
各
界
の
専
門
語
師
を
招
き
、
あ
な
た

の
人
生
韓
に
欠
か
せ
な
い
年
金
、
健
康
、

教
養
、
趣
味
な
ど
の
講
座
が
盛
り
た
く
さ

ん
で
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
　
程
・
Ⅱ
月
1
日
1
3
時
～
8
日
1
5
時

・
n
月
8
日
1
3
時
～
9
日
1
5
時

▽
会
　
場
　
国
民
年
金
保
養
セ
ン
タ
ー

（太宰府）

▽
対
　
象
国
民
年
金
加
入
者

▽
受
紙
料
　
五
千
円

▽
申
込
先
福
岡
塩
田
民
事
金
協
会

舘
0
9
2
（
6
2
2
）
6
3

9
（
8

労
鋤
保
険
に
加
入
し
て
い
ま
す
か

従
業
員
を
一
人
で
も
雇
用
し
て
い
る
藁

所
は
、
労
働
保
険
（
雇
用
保
険
、
労
災
保

業
主
に
代
っ
て
保
険
給
付
や
遺
族
給
付
を
行

う
な
ど
、
労
働
者
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
た

険
）
の
加
入
（
申
告
）

手
続
き
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
よ
う
法
律
で

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

雇
用
保
険
は
、
働
く

人
が
失
業
し
た
場
合
必

要
な
給
付
を
行
う
ほ
か

め
の
制
度
で
す
。

率
業
主
の
責
任
と
し

て
、
ま
た
、
従
業
員
が

安
心
し
て
働
け
る
よ
う

未
手
続
の
窓
業
主
は
一

日
も
早
く
加
入
（
申

告
）
の
手
続
を
行
っ
て

失
業
の
予
防
、
雇
用
機
会
の
増
大
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
助
成
制
度
で
す
。
ま
た
、

労
災
保
険
は
業
務
災
蕾
通
勤
災
害
の
際
に
疎

く
だ
さ
い
。

詳
し
い
こ
と
は
福
岡
労
働
基
遣
局
労
災
業

務
課
、
衝
0
9
2
（
4
1
1
）
4
8
6
3
へ

新
世
界
へ
の
第
一
歩

I
 
N
 
H
 
K
の
通
信
講
座
I

教
養
と
趣
味
を
深
め
、
こ
の
秋
を
心
豊
か

に
・
…
・
と
い
う
方
に
、
N
H
K
学
園
で
は
次

の
三
十
七
講
座
を
用
意
し
て
、
受
話
生
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
詳
し
い
案
内
書
（
無
料
）
を
用
憲

し
て
い
ま
す
の
で
、
こ
希
望
の
方
は
、
東
京

都
国
立
市
富
士
見
台
二
の
三
六
、
N
H
K
学

園
八
E
六
一
係
に
、
希
望
講
座
名
、
住
所
、

氏
名
、
偶
語
番
号
を
ハ
ガ
羊
に
記
入
し
て
ご

請
求
く
だ
さ
い
。

▽
講
座
名
　
書
道
、
写
経
、
硬
筆
、
絵
画
、

油
絵
、
囲
碁
、
園
芸
、
革
絵
、

水
墨
画
、
創
作
折
り
紙
、
鎌
倉

彫
、
写
真
、
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
、
母

と
子
の
書
き
方
、
母
と
子
の
リ
ズ

ム
遊
び
、
俳
句
、
短
歌
、
川
柳
、

漢
詩
、
仏
典
、
古
典
、
美
し
い
日

本
語
、
国
語
、
小
諭
文
∴
ン
ユ
ニ

ア
作
文
、
文
章
、
自
分
史
、
日
本

史
、
英
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
、
外
国

人
の
日
本
語
教
室
、
数
学
、
パ
ソ

コ
ン
、
簿
記
、
パ
ー
ソ
ナ
ル
フ
ァ

イ
ナ
ン
ス
、
リ
ー
ダ
ー
養
成
、
セ

ル
フ
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、
俳
句
友

の
会
、
短
歌
友
の
会

▽
申
込
締
切
　
ュ
0
月
1
5
日
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こ
連
絡
く
だ
さ
い
。

遠
賀
町
手
を
つ
な
ぐ
親
の
会
連
絡
先

松
尾
隆
物
　
論
（
2
9
3
）
3
0
2
5

信
行
雪
鴻
　
＄
（
2
9
3
）
0
2
1
0

小
学
、
中
学
、
高
校
生
が
、
日
常
生
活
の

中
で
考
え
て
い
る
こ
と
や
、
社
会
に
訴
え
た

い
こ
と
毒
発
表
し
ま
す
。

ま
だ
語
間
の
い
ろ
ん
な
事
で
曇
っ
て
い
な

い
目
で
見
て
感
じ
た
ど
ん
な
こ
と
矛
訴
え
、

ど
ん
な
問
題
を
提
起
し
て
く
れ
る
の
で
し
ょ

う
か
と
期
待
さ
れ
ま
す
。

▽
目
　
時
　
9
月
5
日
（
土
）

1
3
時
0
0
分
～
1
6
時
5
0
分

（
受
付
は
1
3
時
如
分
か
ら
）

▽
会
　
場
　
中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル

▽
主
催
　
遠
賀
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議

（
閲
圃
閥
閣
圃
㊥

障
蕾
児
を
も
つ
親
の
会
「
遠
賀
町
手
を
つ

な
ぐ
親
の
会
」
で
は
、
心
身
に
障
害
を
も
つ

児
童
の
た
め
の
学
校
教
育
の
あ
り
方
に
つ
い

て
程
々
取
り
組
み
を
し
て
お
り
、
現
在
教
育

委
員
会
に
陣
笠
見
寛
の
た
め
の
学
級
開
設
を

お
願
い
し
て
い
ま
す
。

障
害
児
重
を
も
つ
保
護
者
の
方
々
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
同
じ
悩
み
を
も
つ
手
を
つ
な

ぐ
親
の
会
に
気
軽
に
こ
相
談
く
だ
さ
れ
は
、

助
言
な
ど
を
い
た
し
ま
す
の
で
、
遠
慮
な
く

▽
試
験
日
　
m
月
2
5
日
、
1
3
時
5
0
分
～
1
7
時

▽
場
　
所
福
岡
県
立
福
岡
中
央
高
等
学
校

（
福
岡
市
中
央
区
平
尾
）

▽
受
付
額
問
　
9
月
1
日
～
9
月
1
9
日

▽
受
付
先
と
詳
細
福
岡
県
総
務
部
地
方
課

（
福
襲
区
東
公
園
1
の
7
）

℡
0
9
2
（
6
2
2
）
6
3
9
1

初
級
福
岡
市
、
久
田
果
市

飯
寮
市
、
北
九
州
市

▽
受
　
付
　
8
月
3
1
日
～
9
月
1
2
日

▽
申
込
、
聞
合
先
　
福
岡
県
入
電
委
員
会
任

用
諜
（
福
岡
市
博
多
区
東
公
園
7

番
7
号
、
県
庁
内
）

禽
0
9
2
（
6
4
⊥
）
3
8
8
3

▽
日
　
時
　
如
月
1
8
日
（
日
）

1
2
時
5
0
分
～
ュ
5
時

▽
試
験
場
九
州
痛
撃
夫
学
籍
同
市
）

▽
受
付
館
聞
8
月
3
1
日
～
9
月
4
日

▽
受
付
と
間
合
先
北
九
州
土
木
事
務
所
建

築
課
、
＄
（
6
0
1
）
6
4
4
2

▽
区
　
分

・
中
級
行
政
専
務
3
5
人
、
撃
殺
事
務
1
人

嘗
蕃
霊
請
人
、
栄
養
士
3
人

・
初
級
一
般
事
務
2
5
人
、
学
校
事
務
8
人

警
察
琵
1
2
人
、
土
木
2
人

農
業
土
木
2
人
、
林
業
2
人

▽
資
　
格

。
中
級
∴
昭
和
3
7
年
1
月
2
日
～
昭
和
館
年

4
月
1
日
生
れ
の
者
、
栄
養
士
は

免
許
所
有
者
か
6
3
年
5
月
ま
で
に

取
得
見
込
の
者

・
初
級
昭
和
3
9
年
1
月
2
日
～
昭
和
4
5
年

4
月
ェ
日
生
れ
の
者
、
大
学
仕
学

期
間
が
2
年
を
超
え
る
者
を
除
く

▽
試
験
日
　
如
月
1
8
日
（
日
）

▽
試
験
地
中
級
福
岡
市

八
月
五
目
付
で
役
現
職
員
の
人
望
異
動
を

行
な
い
ま
し
た
。
（
　
）
は
旧
所
属

。
住
民
課
長
山
下
美
和
子
（
福
祉
課
長
）

。
福
祉
課
長
矢
野
伊
豆
生
（
建
設
替
霜

佐）

。
社
会
教
育
課
長
井
口
一
美
（
住
民
課
長
）

・
学
校
教
育
課
哀
楽
臼
砲
徳
（
謎
会
事
務

局
き

。
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
泉
原
酒
秀
（
学
校

教
育
課
長
）

・
議
会
書
落
局
長
純
手
話
司
（
給
食
セ
ン

タ
上
智
5

8
月
1
日
付

・
収
入
役
室
井
百
人
（
社
会
教
育
課
長
）



℡⑫筋他彿（4）

機奉仕は好きなヤツがやればいい
しつけの項目の中でも最も－高安的なのは「他人に

迷惑をかけるな」という教えです。子供は小さいう

ちから、この言葉を何回となく聞かされて育ちます

半面、「いつも他人を思いやれ」という言葉は、「

迷惑をかけるな」ほどには、子供は耳にしません。

ミ思いやりSはカツコワルイか

中学生という年齢は、物事を純粋にとらえる傾向

が強く、－一般的に言って、一生のうちでも最も強く

正義感を胸中にたぎらせる時期です。しかし、こう

した純なltト、正義感がそのまま世の中に受け入れら

れるかというと、必ずしもそう“引まないようです。

閻打ち砕かれた正義感
二二人兄弟の長男で、父親の教育方針のもと正義感

が強く、いつも「長いモノに巻かれるという安易な

気持ち」を戒められて育ったある中学生は、屯車の

中で次のような：後味のあるい体験をしました。

車中でタバコを吸っている三人の高校生に対して

周りの大人が何も言わないし、持ち前の正：義感から

ひとこと注意を促しました。籍〉某は、三人になぐら

れ、中学生もそれに爽鯖売　・その挙句、半は車中の

暴力事件として補導されました。

彼にしてみれば、皆が迷惑しているから注意した

だけなのに　、学校一にも届けられ、ケンカとして

処理されました。「三人．対一一人ではかないっこない

のだから、注意などすることはない」などという大

人のホンネも耳に入ってきました。

この一件以来、彼は、他人が因っていようと自分

に関係のないことにはタッチしないという一義諒をlb

の中に引いてしまったというのです。

中学生同士の間で、正義感や思いやりの心をスト

レートに出すと、「ダサイ．／」という反応が返って

くるのが常です。

「ええカッコするなよ．／」と冷やかされたり「あ

んたはエライ．／」などとマンガ口調でからかわれた

りします○　これでは、内心、正義感に燃えていよう

とも、ストレートな形で表現することにとまといを

感じるのは、むしろ当然といえます。

「閃く系ないだろう」と彼らは口ぐせのようによく

言います。このひと言は、他人に迷嬢をかけないな

ら何をしたっていい、という気持ちを象徴している

ように思えます。他人に対する思いやりのI亡高ま二の

次となり、「重り士は、それが好きなヤツがやればよ

い」「オレには挫格的に向いていない」などと、そ

の時々のフィーリングのレベル、あるいは性格的に

合っているかどうかで判断されることが多いようで

す。

中学生に何か物事を頼むと「何くれる？」「おみ

やけは？」と、どの子も必ずといっていいはど見j蜃

りを求めます○

小さいころから、親の手伝いをすると何かこほう

ぴがもらえる。夏休みに町の清掃やラジオ体操に参

加すると、鉛筆がもらえる－物の整かな時代に育

った子供たちです。親は良かれと思って●報償・を

与え、子供もこく自然にそれを受け入れてきまし

た。しかし、中学生ともなると、鉛筆1本では‘不

服、壱訴えるようになります。ましてや、何の見返

りのない行為など、それこそ　◆好きな人間がやれば

いい、ということでしょうか。

現代ヤングの思いやり、奉仕のあり方について、

改めて考える時期にきているように思われます。

岩佐真夫　家庭ケースワーク研究所所長

東京都世田谷区教育委員会生活指導相談員

池
田
　
幸
利
　
運

顆
あ
じ
さ
い
庫
浬
の
表
口
開
き
を
り
加
藤
栄
子

屋
敷
町
曲
る
角
々
四
蔚
咲
く

三
村
　
妙
子

薬
が
く
れ
の
実
に
語
を
交
し
い
る
夏
木

徳
永
小
代
手

相
小
屋
の
屋
根
よ
り
朽
ち
て
窯
場
羽
週
日
　
勉

藤
は
実
に
領
文
緩
々
と
烈
婦
の
碑柴

田
と
も
子

感
圏
圏
闇
圃
V

河
申
　
聾
　
選

兼
題
　
シ
グ
ナ
ル

シ
グ
ナ
ル
が
青
に
変
れ
ば
通
り
○
ん
せ
の
メ

ロ
デ
ィ
流
れ
て
人
ら
参
け
り
　
木
原
イ
ノ
エ

耳
鳴
り
は
血
圧
高
さ
シ
グ
ナ
ル
と
聞
き
し
が

常
に
脳
裡
に
う
か
ぶ
　
　
　
柴
田
　
房

急
患
を
運
べ
る
其
夜
を
信
号
に
か
か
り
て
停

止
す
時
間
の
な
か
し
　
　
　
高
崎
　
咲
江

透
析
と
い
う
赤
信
号
を
も
つ
我
が
卒
寿
の
母

の
姿
う
か
び
ぬ
　
　
　
　
高
崎
　
そ
の

寺
詰
る
踏
切
に
鳴
る
警
報
に
し
ば
し
止
ま
り

て
汽
再
を
見
送
る
　
　
　
福
田
カ
メ
ノ



固竃壁上ノ＼＼三五∈＝暴 

一般図書 

●秋色　上下　　　　　　　平岩弓枝善　文芸春秋 
●本所しくれ町物語　　　　　藤沢周平善　新潮社 
●猛き箱舟　上下　　　　　　船戸与一書　集英社 
●泣きむし士官やみいち物語　比留間弘善　光人社 
●大殺界の乗りきり方　　　　細本数手書　祥伝社 
●結婚子ともどう考えてますか 

木元教子善　三笠書房 
●頭をよくする私の方法　　　竹内均善　三笠書房 
●マタニティウエア　　　　　　　　　ブティック社 

●魚と貝のおかず250選　　　　　　　主婦の友社 

●エプロンおばさん　全11巷　　長谷川町子　姉妹社 

●アルペンガイド　全21着　　　　　　山と渓谷社 

他多数 

児童図書 

●お江戸の百太郎　　　　　那須五幹善　岩崎書店 

●遊び図鑑　　　　　　　　　　典成遺著　福音磨 
●ポプラ怪奇・推理シリーズ　全23巷　　ポプラ社 

●講談社　さい鳥文庫　全50巻 

（ムーミンシリーズ、クレヨン王国ゾノーズなど） 
●33回青少年読書感想文課題図書　全14冊 

●坪田譲治全集　　　　　　坪田譲活着　岩崎書店 

「賀春はいつも自分自身の中に毒を持っている。」 

パ工ドルス　（岩波ジュニア新書「ギリシア人、 
ローマ人のことば」より） 

※中央公民館図書室の似こ新町文庫、広波文庫でも本 

を貸し出しています。 

第5回遠賀町民体育大会

誌㌶霊二篤農）の結果
7月26日、両競技が総合運動公園と勤労者体育館
で行なわれ、少年ソフトボールは松ノ木チームが新
町、遠賀川、東和苑を圧倒的な強さで破り、決勝で
は尾崎を7対3で下して優勝しました。

少女バレーボールは決勝トーナメントに進出した
浅木、尾崎、松ノ本、上別府の間で戦われましたが
接域の末、尾崎チームが優勝しました。2位は松ノ
本チームでした：。

隠顕冒

∴∴∴∴三
∴∵∴ 　　∴∴ 沸㌔辛頁 　＝T＼槙 �l　＼ 

▲）γく ら∴∴∴∴ 

∴亨■ U．ィ計 

悲／哲理＿　＿＼二　　、翁百一㌦ミ産蜂／／’ 

「川をきれいにしよう」と、浅木小学校、島門小
学校、広漠子ども会の児童たちが、下関水戸垂大学の

好誼により提供された錦ゴイなどの稚魚二万匹を、
近くの西III、前川、吉原川に放流しました。この稚
ゴイの放流は、河川美化連動の一環として昨年に続

いて行なわれたもので、身近な河川に関心を持って

もらうことと、コイなどの泳く「美しい河川をとりも

どすことをめざしています。
吉原l周章に集まった広波子とも会の子ともたちは
家から持ち寄ったバケツに稚ゴイを分け、みんなで

稚ゴイ壱放流しました。

帰つ奪「〝



広漠1262番地の1

上三垣　匠くん

（洋司子さんの長男〉

昭和61年9月5日生

ポク只今アンヨの特訓

中。「ここまでおいで」をす

るお父さんのところへ2、

3歩走って頑張ってます。

お誕生日までICは、歩け

るようになりたいプアー。

お 　ン 　汁 。i 切パ雪方 結詰シにな 町、 活を g 

囲圃…脇⑱塵

東
洋
医
学
に
つ
い
て
㈱

折
尾
　
田
中
産
請
人
科
医
院
長
　
田
　
中
　
壮
　
介

掠
血
（
オ
ケ
ツ
、
古
い
血
の
と

ど
こ
お
り
）
　
に
つ
い
て
色
々
と
説

明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
今

回
し
め
く
く
り
と
し
て
窓
血
の
本

体
に
つ
い
て
お
話
し
く
だ
さ
い
。

は
い
。
や
っ
て
み
ま
す
が
近
代
医
学
を
学

ん
だ
人
、
あ
る
い
は
近
代
医
学
の
診
療
に
馴

れ
て
い
る
人
た
ち
を
鱒
さ
せ
る
こ
と
は
お

そ
ら
く
無
理
で
し
ょ
う
。
療
血
の
血
が
西
洋

医
学
で
い
う
血
液
と
同
じ
で
あ
る
か
も
問
題

で
す
。
西
洋
医
学
の
よ
う
に
解
剖
学
、
生
理

学
で
実
証
さ
れ
た
も
の
で
な
く
、
長
い
間
く

り
か
え
し
て
き
た
臨
床
経
験
の
中
か
ら
得
ら

れ
た
概
念
と
い
う
か
、
あ
る
い
は
解
釈
と
も

い
う
べ
き
も
の
で
、
両
者
は
異
質
な
も
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
も
、
凍
血
は
遺
伝
体
質

（
特
に
母
体
の
体
質
が
伝
え
ら
れ
る
）
、
月

経
血
の
停
滞
、
打
撲
に
よ
る
皮
下
溢
血
、
熟

挫
疾
患
に
よ
る
溶
血
が
原
因
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
中
で
も
一
般
に
容
認
さ
れ
て
い
る

肝
臓
循
環
障
害
説
と
い
う
の
か
あ
り
ま
す
。

肝
臓
は
人
体
で
最
大
の
臓
器
で
あ
り
、
胃
や

腸
か
ら
消
化
吸
収
さ
れ
た
栄
養
分
を
門
脈
と

い
う
静
脈
を
経
て
肝
臓
に
運
ば
れ
、
こ
こ
で

人
体
に
合
う
よ
う
に
作
り
変
え
ら
れ
る
の
で

す
。
肝
臓
を
人
体
の
食
品
工
場
と
も
、
解
毒

浄
水
工
場
と
も
い
わ
れ
る
の
も
こ
の
た
め
で

す
。
も
し
こ
の
肝
臓
の
中
で
血
液
の
循
環
が

う
ま
く
ゆ
か
な
く
な
る
と
、
胃
や
腹
ば
い
う

に
お
よ
は
す
、
下
半
身
の
静
脈
血
の
ウ
ッ
溝

が
起
り
ま
す
。
一
方
肺
や
脳
、
上
半
身
に
も

静
脈
血
が
停
滞
し
、
全
身
に
採
血
の
症
状
が

表
れ
ま
す
。

痕
血
に
よ
っ
て
ど
ん
な
病
気
が

起
り
ま
す
か
。

先
に
申
し
ま
し
た
よ
う
に
、
蒸
血
は
独
立

し
た
西
洋
医
学
的
な
病
気
と
し
て
で
な
く
、

病
気
以
前
の
体
質
的
傾
向
で
あ
り
盤
病
の

原
因
と
も
な
り
、
ま
た
そ
の
治
療
を
さ
ま
た

け
る
も
の
と
考
え
る
の
か
至
当
と
思
い
ま

す。
こ
こ
で
次
に
そ
れ
ら
の
病
名
を
挙
げ
て
み

ま
し
ょ
う
。

○
慢
憧
消
化
器
病
（
胃
酸
過
多
症
、
冒
漬
翠

虫
垂
炎
、
持
、
低
庭
便
秘
）

○
動
脈
硬
化
誼
、
高
血
圧
症
、
脳
出
血

○
各
種
の
婦
人
病
（
ヒ
ス
テ
リ
ー
、
血
の
遭

症
、
帯
下
、
不
妊
歴
、
更
年
期
障
害
、
子

宮
筋
腫
）

〇
度
フ
病
（
湿
疹
、
じ
ん
ま
疹
）

○
神
経
痛
、
腰
痛
、
神
経
症

○
泌
尿
生
殖
器
病

○
喘
息

▽
付
記
、
漢
方
医
学
の
本
家
で
あ
る
中
国
で

は
、
漢
方
医
学
の
他
に
西
洋
医
学
も
日
本
に

負
け
ぬ
く
ら
い
に
発
達
し
て
お
り
二
本
立
で

す
。
し
か
し
、
漢
方
医
学
の
純
血
と
伝
統
を

守
る
た
め
両
者
に
は
絶
対
に
侵
す
こ
と
の
で

き
な
い
壁
が
あ
り
ま
す
」
一
つ
を
同
時
に
勉

強
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。
国
民
は
自
由
に
好
き
な
方
が
選
ば
れ

ま
す
。
こ
れ
は
台
湾
、
諒
国
で
も
同
じ
で

す。



剛…，…9月の総合桧診umⅢmmu側聞調関mm悪霊脚
▽　　　　　▽　▽　▽　▽　▽　▽

警　芸聾翼票罵言ク �新 �今 �木 �束 �広 �若上 �申 �虫 �浅 �道島 �鬼 �地 
町 �古 賀 �守 �町 �渡 �葉別 台府 �央 �生 津 �木 �宮津 �津 �区 

30 �29 �24 �22 �21 �16 �14 �12 �11 �10 �8 �9 月 2 �桟 鯵 日 

日 �日 �目 �日 �日 �日 �日 �日 �日 �目 �日 �日 

水 �火 �木 �火 �月 �水 �月 �土 �金 �木 �火 �水 �曜 日 

・ク �斬 �会 費 �木 �束 �広 �上 �中 �〃 �浅 �島 �鬼 �場 
町 ノヽ ��守 ′ヽ �町 ノヽ �波 ノヽ �別 府 �央 区 ��木 ′ヽ �津 ′ヽ �津 ノヽ 

Zく 民 �公 民 �ム 民 �：公 民 �Zj 民 �公 民 �公 民 ��Zj 民 �：公 民 �公 民 �所 

館 �館 �館 �館 �館 �館 �館 ��館 �館 �館 

9 �139 �139 �1 � � � � �● � � � �時 

時 ー �時時 11 �時時 ーI �39 時時 〉（ �139 時時 －1 �139 時時 1～ �139 時時 I〉 �9 時 〉 �139 時時 �139 時時 �9 時 �139 時時 

11 �1511 �1511 �1511 �1511 �1511 �1511 �11 �I〉 1511 �11 1511 �l ll �Il 1511 �問 

時 �時時 �時時 �時時 �時時 �時時 �時時 �時 �時時 �時時 �時 �時時 

9月のゴミ収集予定豪

匪手玉 �想う：鮭年駕蓋：総論 きh糠と 

月8日 　と �寄寓、若松、鬼寓、尾鰭、千代丸 
庫渡、道管、松ノ木、上別府、虫 

木i種　目 �豊津、若葉台、芙蓉、東町、西町 
老良 

火種日 　と �別府、今昔賀、遠賀川、噺町、旧 
儀、中央、木守、浅木、東和弗、 

金　嘱　目 �旺虞の一部、上別府の一部 

9月のし尿収集予定衰

収集日 �大型車収集地区 �小型車収集地区 

1て火） �、浅木の一部 �尾崎、若松、虫生津、上別 

2（水） �東町 �境涯 

3（木） �虫生活（新屋敷を含む）、 東町 �別府、木守、上別府の一部 

4（金） �虫生津、木守 �月2回収集家庭 

5（D �月2回収集家庭 � 

7（月） �月2回収集家庭 � 

12（土） � � 

4（月） �旧任、鬼津、若松 � 

6（水） �遠賀川 � 

17（木） �遠賀川、新町 � 

18（金） �新町 �別府、鬼津、千代丸 鬼津（小鳥掛） 

9（土⊃ �月2回収集家庭 �月2回収集家庭 

1（月） �新町 �島津、老良、上別府 

2（火） �新町（ユニード前通り一誌）、 広渡（中牟田） � 

（木） � � 

（金） �別府、上府別、浅木、虫生津 � 

6（土） �尾崎、今古賀 � 

8（月） �上別府、木守、鬼津、若松 �老良 

9（火） �浅木 �浅木、鬼津、尾崎（蟹喰） 

0（水） �塔寺、遺言、若葉台 �今古賀、島津 

9
月
l
日
（
火
）

9
時
5
0
分
～
1
0
時
的
分

英
公
民
館

生
後
3
ヵ
月
－
6
ヵ
月
児

母
子
手
暖
、
バ
ス
タ
オ
ル

体
重
・
身
長
測
定
、
離
乳
食
な

ど
指
導
、
小
児
ガ
ン
検
査
セ
ッ

ト
配
布

無
料

▽
期
　
日
　
9
月
7
日
（
月
）

▽
時
間
　
1
3
時
5
0
分
～
鳩
時
5
0
分

▽
場
　
所
　
役
場
保
健
室

▽
対
象
者
　
妊
産
婦

▽
内
　
容
　
産
前
産
後
の
過
し
方
、

妊
藍
藻

▽
持
参
品
母
子
手
帳
受
領
の
方
は
印
鑑

▽
料
金
　
無
料



馬 上 調の遼顔面豊麗締着裏
専行によっては時間中途からの参加ができなかったり、また、他の参加者に迷惑をかけたりしますo菌前IC確

めて、遅れないようにしましょう。

日 �晦 �毎∴∴専　　内　　容 �時　　　間 �実施会場 �担当係名 �対象や終了時関など �詳　細 

1 �火 �乳　　児　　相　　談 � �中央公民館 �保健衛生係 � �7ページ 

ゴ　ル　フ　教　室 � �総合運動公園 ゴルフ場 �体　育　係 �町内婦人 用具貸出、運動のできろ 服装 �政談 8月10日号 

2 �水 �総　　合　　検　　診 � �鬼津公民館 �保健衛生係 �鬼薄 目ガン検診の受付は11時 まで �広報 8月10日号 

4 �金 �和　紙　人形教　室（D � �中央公民館 �社会教育係 �一般成人 �広報 8月10目早 

5 �土 �読　書　講　座　① � �中央公民館 �社会教育係 �一般成人 �広報 8月10日号 
昭和62年度 「胃少年の主張」大会 � �中央公民館 �社会教育係 �町内、小・申・高校生 開会行事、意見発表 � 

6 �日 �高齢者ゲートボール競技 �8：30－開会式 �総合運動公園 ゲートボール 鴇 �体　育　係 �60歳以上の男女のチーム 監督1人、選手5人、 補欠2人 � 

7 �月 �妊　　婦　　相　　談 � �役場保健室 �保健衛生係 �欝掌帳交付 �7ページ 

8 �火 �総　　合　　検　　診 � �島津公民館 �保健衛生係 �島津、道営 胃がン検診の受付は11時 まで �広報 8月10日号 

10 �木 �総　　合　　検　　診 � �浅木公民館 �保健衛生係 �浅木 冒ガン検診の受付は11時 まで �広報 8月10日号 

老人クラブ会長会 �9：30－・ �老人憩の家 �福　祉　係 �各地区老人クラブ会長 � 

高齢者学級（寿大学） � �中央公民館 �社会教育係 �00諭以上の男女 午前：教養コース 午後：選択コース �広報 8月10日号 

心　配　ご　と　相　談 � �公民館別館 �社会福祉 略語会 �お気擾にご利用ください � 

11 �金 �総　　合　　検　　診 � �浅木公民館 �保健衛生係 �虫生活 胃ガン検診の受付は11時 まで �広報 8月10日号 野　草　教　室　⑥ � �中央公民館 �社会教育係 �野草教室受講生 � 

（館長会） �19：30・－ �中央公民館 �社会教育係 �各地区公民館長 � 

12 �土 �総　　合　　検　　診 � �中央区 公民館 �保健衛生係 �中央 胃がン検診の受付は11時 まで �広報 8月10日号 

中央公民館 �社会教育係 �一般の方 �広報 8月10日号 

14 �月 �総　　合　　検　　診 � �上別府 公民館 �保健衛生係 �上別府、若葉台 胃ガン検診の受付は11時 まで �広報 8月10目口 

胡弓の音色はいかが？ 中国古典弦楽器である朗弓のしのび泣くようを清音を、 中国屈指の胡弓奏者、通園良氏を迎え、ふれあいつン ∴∴：∴∴∴　∴∴： ♭とき9月13日（日）15時と18時30分の2回　上溝∴j 　　i Dところパスコタウン田圃都市　i 


